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5、決壊地点の惨状
　
　9月19日、茨城史料ネットによる被災資料の確認調査が続いていた。常総市の市街地から県道357号を北上して、午後には中妻・新石下方面の確認調査を進めた。鬼怒川の堤防決壊地点に近づくので警戒していたが、堤防沿いであるにもかかわらず、浸水の痕がない。お宅に被害を尋ねても、「庭先が水につかった」とか「この辺りは無事」という回答。自然堤防沿いで少し土地が高いのか。水の動きは複雑で、自然災害の被災状況を正確に把握することの難しさを感じる。
　決壊地点から500ｍくらいのところまで進むと、いきなり物々しい。アグリロードと交差する地点に設けられた検問で止められるが、「県と市の要請で」と切り出すと、あっさり通してもらえた。だがその先には目を覆いたくなるような光景が待っていた。亀裂の入った道路に積もる赤土の厚みが違う。軒が崩れた住宅、基礎ごと斜めに傾いた住宅。目的とするお宅は、その中の一軒だった。広い敷地に建つ母屋では、ご家族が片づけの最中だった。強い水圧を受け破壊された家屋には、大量の土砂が一気に流れ込んだのだろう。片づけといっても、処分するためだけに家財道具のすべてを運び出すのだ。
　声をかけるのもためらわれたが、玄関近くにいた方に来意を説明する。手を休めて耳を傾けていただいた。古文書の所在は記憶にないとのことだったが、丁寧に対応していただき、かえって申し訳ない気持ちになる。さらに数軒先の古文書所蔵者宅に向かわなければならないが、前方をうかがうと県道が崩落している。隣の敷地には重機が入り、土木関係の作業員があわただしく働き、とてもこれ以上は進めない。あと数軒先のはずだが、やむなく迂回することにした。
　検問の置かれた場所まで県道を引き返し、常総きぬ大橋で鬼怒川を西にわたって北上し、県道24号を使って再び鬼怒川を東に越えて、県道357号に入り北から目的のお宅を目指すことになった。バリケードで車を止められ、徒歩で100ｍほど進むと、そこに広がるのは戦場のような光景だった。濁流の流れた痕に家屋の残骸が無秩序に散らばっている。壊れた自動車や泥にまみれた自転車・家具等が点々と転がる。目指す旧家のあるはずの場所には、人間の生活のわずかな痕跡さえ見つけ出すことはできなかった。数軒分の、家屋はおろか、庭木も、塀も、屋敷地の区画さえも、泥のうねりの痕と化している。決壊場所から濁流の直撃を受けたのだ。しばらくは、メンバーの誰からも声は上がらず、われわれはその場に立ち尽くした。鬼怒川の流れの方角には、白く輝く巨大な応急堤防がすでに完成に近づいていた。
　この日の調査はここまでで終了となる。虚脱感を抱えながら水海道駅前に戻る。まだ10軒を超える所蔵者宅の巡回が終わっていない。翌日も確認調査を継続する必要がある。事務局で動ける人員はわずかだ。被災地での家財道具の処分は、好天の予報が出ている明日の日曜日、さらに進むことだろう。待っているわけにはいかない。茨城史料ネットは、翌日も調査を継続するため、急きょ外部からの応援も頼んで体制を立て直すこととなった。
（転載歓迎　つづく）

【付記】今回の被災資料所在調査には、多くの研究者・学生が参加していますが、この「私記」の中には、諸般の事情により、茨城史料ネット執行部のメンバーのみ実名で表記しています。3日間の調査、事後の作業にご参加・ご支援いただいた皆様に、心より御礼申し上げます。

⇒関東・東北豪雨災害による資料レスキューに関するお問い合せは、

茨城史料ネット　代表　高橋修　osamu.takahashi.nzn@vc.ibaraki.ac.jp　まで

----------------------------------------------------------------------
[茨城史料ネットの活動資金の御支援のお願い]

当会の文化財・歴史資料の救済・保全活動を御支援ください。下記の通り、郵便振替にてのご送金をお願い申し上げます。

［加入者名］茨城史料ネット　［口座番号］00190-2-672263
----------------------------------------------------------------------

********************************
茨城史料ネットワーク事務局　
 茨城大学人文学部添田仁研究室
E-Mail：hitoshi.soeda.carp@vc.ibaraki.ac.jp
★メールアドレスが変更になりました！
********************************
